
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

名

〃

称

等

の

変

更

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

【

公

告

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

平成２９年１２月１９日 第１１９５０号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う

）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

。

指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

ア
ダ
マ
ン
タ
ン

一

イ
ル
＝
一

ペ
ン
チ
ル

一
Ｈ

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル

三

カ
ル
ボ
キ
シ

－
－

－
－

－
－

－

ラ
ー
ト
（
通
称
名
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
（
Ｎ
）

〇
一
八
）
及
び
そ
の
塩
類

－

２

一

（
四

エ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）

Ｎ

（
二

メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
）
プ
ロ
パ
ン

二

ア

－
－

－
－

－
－

－

ミ
ン
（
通
称
名
四

Ｅ
Ａ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｍ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

３

二

［

四

ブ
ロ
モ

二
・
五

ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ネ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
メ
チ
ル
］
フ
ェ
ノ
ー

－
－

－
－

（

ル
（
通
称
名
二
五
Ｂ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｈ
、
二
Ｃ

Ｂ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｈ
、
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｈ

二
Ｃ

Ｂ
）
及
び
そ

－
－

－
－

－

の
塩
類

二

指
定
の
理
由

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）

。

、

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
指

定
年

月
日

は
や

ぶ
さ

薬
局

玉
野

市
田

井
５

－
３

－
２

２
－

５
H
2
9
.
1
1
.
１

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
一
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）

。

っ

、

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
廃

止
年

月
日

株
式

会
社

服
部

薬
局

上
河

原
北

店
津

山
市

上
河

原
２

３
２

－
１

５
H
29

.
1
0
.
3
1

綾
部

内
科

医
院

津
山

市
上

河
原

２
３

２
－

１
０

H
29

.
1
1
.
1
1

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（
）

（
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が

（
）

）
。

、

。

あ

た
っ

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業

者

種
類

名
称

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

事
業

所
の

名
称

事
業

所
の

所
在

地
変

更
事

項
変

更
前

変
更

後
変

更
年

月
日

居
宅

介
護

株
式

会
社

Ｍ
Ａ

Ｉ
岡

山
市

北
区

津
島

西
坂

２
ゆ

ず
り

は
薬

局
新

見
市

石
蟹

６
５

－
５

名
称

株
式

会
社

Ｍ
ａ

ｉ
ｎ

ｊ
ｅ

株
式

会
社

Ｍ
Ａ

Ｉ
Ｎ

Ｊ
Ｅ

H
2
9
.
1
0
.
1
1

事
業

者
Ｎ

Ｊ
Ｅ

Ｔ
－

４
－

６
０

（
６

０
１

）
ｔ

Ｃ
ｏ

ｒ
ｐ

ｏ
ｒ

ａ
ｔ

Ｔ

ｉ
ｏ

ｎ

介
護

予
防

株
式

会
社

Ｍ
Ａ

Ｉ
岡

山
市

北
区

津
島

西
坂

２
ゆ

ず
り

は
薬

局
新

見
市

石
蟹

６
５

－
５

名
称

株
式

会
社

Ｍ
ａ

ｉ
ｎ

ｊ
ｅ

株
式

会
社

Ｍ
Ａ

Ｉ
Ｎ

Ｊ
Ｅ

H
2
9
.
1
0
.
1
1

事
業

者
Ｎ

Ｊ
Ｅ

Ｔ
－

４
－

６
０

（
６

０
１

）
ｔ

Ｃ
ｏ

ｒ
ｐ

ｏ
ｒ

ａ
ｔ

Ｔ

ｉ
ｏ

ｎ

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（
）

（
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の

（
）

）
。

、

。

届
出
が
あ

た
っ

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業

者

種
類

名
称

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

事
業

所
の

名
称

事
業

所
の

所
在

地
廃

止
年

月
日

居
宅

介
護

事
業

者
株

式
会

社
服

部
薬

局
津

山
市

田
町

２
１

－
１

株
式

会
社

服
部

薬
局

上
河

原
北

店
津

山
市

上
河

原
２

３
２

－
１

５
H
2
9
.
1
0
.
3
1

介
護

予
防

事
業

者
株

式
会

社
服

部
薬

局
津

山
市

田
町

２
１

－
１

株
式

会
社

服
部

薬
局

上
河

原
北

店
津

山
市

上
河

原
２

３
２

－
１

５
H
2
9
.
1
0
.
3
1

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号



〔
五
二
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
富
原
字
中
通
八
八
八

一
、
八
八
八

二
、
八
八
八

五

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

新
見
市
高
尾
一
九
五
九

一
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
一
〇
五
号
室

－

土
井
田
匡
德

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
一
一
号

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号



〔
五
二
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
広
坪
一
三
六
一

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
南
溝
手
四
〇
八

四

－

髙
橋

祐
輔

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
三
号

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号



〔
五
二
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
久
米
字
七
ノ
坪
二
七
七

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
門
前
二
四
二

一
ア
ル
バ
ー
ダ
・
Ｋ
Ⅲ
一
〇
三
号
室

－

久
保
山

学

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
四
号

平成２９年１２月１９日　岡山県公報　第１１９５０号


